
環境省

エコアクション21
認証番号0006252

「こどもたち・未来のために、美しい地球のために」
こどもたちに自然環境のすばらしさを伝えていくことは、大人としての課題です。
未来を生きるこどもたちに美しい地球を渡せるよう、生協として地球温暖化防止の

社会的責任を積極的に果たし、事業と活動をすすめていきます。

この環境活動レポートはパルコープが 2021 年度の方針に沿った主な環境活動について、まとめたものです。
対象期間：2021 年 3 月 21 日～ 2022 年 3 月 20 日

作成日：2022 年 6 月 20 日

エコアクション 21
2021年度 環境活動レポート
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基 本 理 念
　おおさかパルコープは、永続可能な循環型社会の実現を目指し、環境問題を重要な課題と位置付け、�
組合員とともに環境保全活動に積極的に取り組みます。

基 本 方 針
　おおさかパルコープは、組合員を対象とした食料品など生活関連の商品供給事業及び共済、福祉事業や�
旅行、チケット、暮らし関連などのサービス事業を行っています。こうした事業活動から発生する環境に�
大きな影響を及ぼす項目について、技術的かつ経済的に可能な範囲で環境目標、環境活動計画を定めて取り
組み、環境負荷の軽減と汚染の予防、生物多様性の保全への配慮、環境マネジメントシステムの継続的な�
改善を行います。

1. 環境に配慮した商品やサービスの取扱いと普及をすすめます。
2. 地球温暖化防止のために、CO2 排出量削減に取り組みます。
　・積極的に省エネルギー機器導入に取り組みます。
　・電気、ガスの使用量削減に取り組みます。
　・配送効率や運転技術の向上、エコドライブの推進で車両燃料の削減に取り組みます。
3. 廃棄物の削減、リサイクルに取り組みます。
　・紙などの資源を効率的に使用し、使用量削減とリサイクルに取り組みます。
　・店舗では食品廃棄ロス基準を守り廃棄物の再生利用等に取り組みます。
　・組合員とともに、容器包装、商品案内チラシなどの回収リサイクルや、買い物袋持参に取り組みます。
4. 資源の有効活用、節水に取り組みます。
5.�商品検査室で検査に使用する化学物質の使用量確認を行い、適正管理を推進します。
6.�環境関連の法令、条例及び受け入れを決めたその他の要求事項を遵守します。
7.�組合員による環境活動を積極的に支援し、持続的発展を可能とする循環型社会構築に向けた社会的活動
に広範に取り組みます。
8.�以上の活動を進めるために、職員に対する環境教育と環境コミュニケーションを積極的にすすめます。
　
　この環境方針はおおさかパルコープの内外に公開するとともに、環境活動の取り組みの状況について�
定期的に公表します。

2001 年 7 月 21 日制定
2021 年 6 月　8 日改定
生活協同組合おおさかパルコープ
���������������������������������������������
理事長　奥井�和久

生活協同組合おおさかパルコープ　環境方針
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生活協同組合おおさかパルコープ【組織の概要】
１. 名称及び代表者名　　生活協同組合おおさかパルコープ　　理事長　奥井　和久　

２. 所在地               　　大阪府大阪市都島区東野田町 1-5-26　床面積：3,409㎡
            サイト名
(1) 共同購入支所
枚方支所
南寝屋川支所
南枚方支所
北枚方支所
寝屋川支所
門真支所
港支所
西成支所
生野支所
南津守支所
平野支所
鶴見支所
都島支所
(2) 店舗
ながお店
西くずは店
星ヶ丘店
枚方公園店
忍ヶ丘店
東都島店
東中浜店
つるみ店
粉浜店
惣菜加工センター
(3) 組合員会館
パル枚方組合員会館
パル楠葉朝日集会室
パル寝屋川組合員会館
パル仁和寺組合員集会室
パル交野組合員集会室
パル大東組合員集会室
パル門真組合員集会室
パル阿倍野組合員会館
パル城東組合員会館
パル福島組合員集会室
パル此花組合員集会室
パル玉出組合員集会室
パル守口組合員集会室
パル今津組合員集会室
パル東都島組合員集会室
パル星ヶ丘組合員集会室
パル南港組合員集会室
パル市岡組合員集会室
(4) 福祉センター等
パル寝屋川福祉センター
パル守口福祉センター
パル都島福祉センター
デイサービスいわふねの森
平野郷デイサービス
パル鶴見福祉センター
ホームヘルプ南部センターまごころ
商品検査室
枚方コールセンター
(5) 子法人等
㈱おおさか協同物流センター
コープ住宅サービス㈱
㈲パル企画

機能

商品配送
センター

商品販売
小売店

パル仁和寺組合員集会室に併設

2021 年 10 月開設

デイサービスいわふねの森に併設

パル守口福祉センターに併設
パル鶴見福祉センターに併設

東都島店に併設
星ヶ丘店に併設

パル阿倍野組合員会館に併設
商品検査室

物流センター
住宅斡旋事業

            保険代理店

床面積：㎡

2,115
2,388
2,020
1,898
1,874
1,752
3,575
1,602
2,326
2,289
1,660
1,967
2,273

1,686
1,494
1,020
1,491
1,815
1,039
1,550
1,837
1,159

63

495
39
628
176
142
50
52
546
849
29
50
59
110
188
52
212
69
55

506
239

1,905
155
108
842
28

物流センター併設
212

25,023
－
－

                                住所

枚方市春日野 1-12-5
寝屋川市讃良西町 6-60　 南寝屋川個配センター併設
枚方市出口 2-38-13　　 
枚方市長尾谷町 1-55-1
寝屋川市宇谷町 7-4
門真市栄町 29-2　　　　　       
大阪市港区福崎 2-1-82　         港個配センター併設
大阪市西成区津守 3-6-40
大阪市生野区小路東 5-6-40
大阪市西成区南津守 2-2-8         
大阪市平野区瓜破東 8-4-17
大阪市鶴見区今津北 5-3-18
大阪市都島区都島南通 1-21-57　都島個配センター併設

枚方市長尾元町 2-6-10
枚方市西船橋 1-71-5
枚方市星丘 3-16-5
枚方市高塚町 25-25
四條畷市岡山東 1-1-11
大阪市都島区都島本通 5-10-28
大阪市城東区東中浜 4-5-14
大阪市鶴見区横堤 5-12-37
大阪市住之江区粉浜 1-1-32
寝屋川市仁和寺本町 3-9

枚方市大垣内町 3-3-1
枚方市楠葉朝日 1-11-2
寝屋川市大利町 20-21
寝屋川市仁和寺本町 3-9
交野市森南 1-17-6
大東市北条 1-1-13
門真市末広町 40-3
大阪市阿倍野区阪南町 6-2-17
大阪市城東区成育 1-8-4
大阪市福島区福島 7-9-1-201
大阪市此花区朝日 1-9-10-201
大阪市西成区玉出中 2-14-4
守口市大枝東町 14-22
大阪市鶴見区今津北 1-11-32
大阪市都島区都島本通 5-10-28
枚方市星丘 3-16-5
大阪市住之江区南港北 2-1-10　  
大阪市港区市岡元町 2-11-20　   

寝屋川市本町 16-11　
守口市大枝東町 14-22
大阪市都島区御幸町 2-13-9       
交野市森南 1-17-6
大阪市平野区平野本町 3-13-13
大阪市鶴見区今津北 1-11-32
大阪市阿倍野区阪南町 6-2-17
枚方市招提田近 3-11 物流センター 2 階
枚方市長尾谷町 1-2-1　GLPⅢ　3 階 A

枚方市招提田近 3-11
大阪市都島区東野田町 2-9-7 K2 ビル 8F
大阪市都島区東野田町 2-9-7 K2 ビル 7F
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３. 環境管理責任者及び担当者連絡先
　　環境管理責任者：開発部　　　マネージャー　　宮内　清志
　　担当者氏名　　：総務部　　　環境担当　　　　松田　健一
　　連絡先　　　　：Tel 06 － 6242 － 0915

４. 事業の内容
　　・ 消費生活協同組合法にもとづき、寝屋川市、枚方市、交野市、四條畷市、大東市、守口市、門真市、大阪市生野区、

天王寺区、阿倍野区、東住吉区、平野区、住吉区、住之江区、西成区、浪速区、大正区、港区、西区、中央区、
鶴見区、城東区、東成区、旭区、都島区、北区、福島区、此花区の消費者が、出資利用運営している、地域生
活協同組合です。

　　・共同購入宅配事業、店舗事業、共済事業、福祉事業、サービス事業、その他斡旋事業

５. 事業の規模       事業年度　３月２１日～３月２０日 ( 直近 5 年間）

単位 2017 年度 2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度

供給高 百万円 57,854 58,671 59,096 65,172 62,059

出資金 百万円 18,823 18,927 19,543 20,617 21,649

組合員数 人 421,378 431,780 441,316 448,376 451,210

職員数 人 2,347 2,475 2,584 2,798 2,891

換算数 人 1,636 1,730 1,841 1,971 2,033

共済

未収金

組声・コールセンター

システム

開発部

福祉事業部

生活サポート事業部

総務

人事教育

経理

【2021 年度　組織図】

6. 組織図　　　　　　　　　　　   

生活協同組合おおさかパルコープ【組織の概要】

役員事務局

組合員活動部

商品検査室

店舗支援本部

9 店舗

13 支所

共同購入支援本部(夕食メイト含む )

共同購入商品部

事業支援本部

事業企画室

㈱おおさか協同物流センター

コープ住宅サービス㈱

㈲パル企画

理
事
長

専
務
理
事

組
織
・
事
業
管
掌

組
織
・
事
業
管
掌

組織全体・全活動でエコアクション 21 にとりくんでいます



04

実施体制

環境管理体制図

店舗（9 箇所）

支所（13 箇所）

組合員会館（4 箇所）
組合員集会室（14 箇所）

物流部　（㈱おおさか協同物流センター）

本部オフィス
各部署

商品検査室

環境管理責任者

内
部
監
査
員経

営
者
（
＝
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
委
員
会
）

事務局

福祉事業部

パル企画（子法人等）

コープ住宅サービス（子法人等）

　　　　　の部署の単位で
目標・計画を設定する。
本部オフィス活動の目標は一括して
環境事務局が設定を確認する。

福祉センター（7 箇所）
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主な環境負荷の実績（直近 5年間）

経年（5年間）の推移と評価

項目 単位 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年
二酸化炭素総排出量 ｔ-CO2 10,042 8,908 9,007 9,527 9,004

供給高（億円） 億円 579 587 591 652 621
原単位　    CO2 ÷供給高 トン / 供給高 17.4 15.2 15.2 14.6 14.5

一般廃棄物排出量 トン 238 242 144 169 141
産業廃棄物排出量 トン 66.3 59.0 66.9 79.3 112

食品再生利用等の実施率
基準実施率 (%) 40.5 42.5 44.5 46.5 48.5

実績 (%) 53.7 70.1 75.5 79.3 77.6(※２)

化学物質使用量 Ｌ 264 253 233 193 56
総排水量 ㎥ 71,155 72,440 78,986 77,993 78,747

容器包装使用量 トン 475 465 456 480 －
電気使用二酸化炭素排出係数：関西電力 CO2 排出係数 [調整後]0.334（kg-CO2/kWh）を算出しています。
原単位 (※)：二酸化炭素排出量を供給金額（単位：億円）で割り算し、二酸化炭素排出量を算出、削減にとりくむ方式。
(※２)： 食品畜産物の発生量 415.8t、再生利用の実施量 120.3t、処分実施量 102.4t

（株）おおさか協同物流センター 
　　・食品廃棄物等の発生量 170.5t、発生抑制の実施量 65.1t 
　　・減量の実施量 104.5t、廃棄物の処分量 66.0t 
　　・食品循環資源の再生利用の実施率 72.0％

供給 1 億円当たりの CO2 排出量（ｔ）削減を目標に原単位（※）方式を採用
※ 原単位（※）：CO2 の総排出量を供給金額で割り算して CO2 排出量を算出し、削減にとりくむ方式です。

2021 年度は総量で昨年比で 94.5% となりましたが、原単位は 14.5 となりました。
毎年、設備改善と運用管理の強化で排出量削減にとりくんでいます。多くの CO2 を排出する事業者の
社会的責任として、これからも削減のとりくみを積極的に進めていきます。

700

500

600

400

300

200

100

0

（億円）

(※)

商品供給高

579
億円

587
億円

591
億円

652
億円 621

億円

2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年

10,042
8,908 9,007 9,527

17.4
15.2 15.2 14.6

原単位CO2 排出量（t）供給 1億円当たり

CO2 排出量（t）
9,004

14.5
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2021年度・環境目標と実績
項目 2021 年度目標 実績 評価 次年度目標

電力により
二酸化炭素排出量の削減

単位：t-CO2
排出係数：関西電力 CO2

排出係数 [調整後] 0.334

2020 年対比
98% 以下 6,502 達成です。

忍ヶ丘店のリニューアル効果
と支所のエアコンと冷凍冷蔵
庫の更新の効果が出ています。

2020 年
対比

98％以下
6,754 96.3%

自動車燃料により
二酸化炭素排出量の削減 

単位：t-CO2

※供給伸張以下（132以下） 2,349 達成です。
配送効率の改善が進み、
エコドライブが定着しつつ
あります。 

供給伸張
以下3,001 78.3%

ガス使用量の削減　
単位：㎥

2020年対比98%以下 71,713 未達成です。
支所食堂の調理スタートと
福祉利用者増

2020 年
対比

98％以下67,637 106%

食品リサイクルの推進
単位：実施率（%） 実施率 (44.5%)

77.6% 実施率は達成。
８店舗で廃棄品を
リサイクル実施。

前年比
80％実施

節水　
単位：㎥

2020年対比98%以下 65,822 未達成です。
支所のミスト散布時間強化と
店舗も減少

2020 年
対比

98％以下65,103 101.1%

コピーカウント数の確認
単位：千カウント

2020年対比100%以下 11,933 達成です。
支所の削減が進みました。 

2020 年
対比

100％以下12,296 97.0%

化学薬品の使用量推移確認
単位：Ｌ 数量管理 実施

検査員の健康管理を優先させ
ながら、引き続き使用量管理
を進めます。

数値確認

※ 供給伸長以下⇒二酸化炭素の前年比の排出量を、昨年からの供給高 ( 共同購入直営実績 ) の伸長率の
100％以下に抑える
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部署 環境目標 活動 実績 評価　◎：達成　○：実施　△：未達成
共同購入

本部・運営
車両燃料使用量の抑制を目
指し、エコドライブの実施

エコドライブ
セルフチェックの実施 1 回 ○ シートベルト装着後のエンジン始動の定着を

進めます。安全運転にも寄与します。

店舗本部
（運営商品企画）

ロス率は昨年実績 (4.34%)
を超えない

毎月のロス率が
昨年実績を超えない 3.94% ◎

2021 年度は水産、惣菜中心に時間帯ごとの
出来立て、作り立てのとりくみを実施し
9 店舗計ではロス率が削減となりました。
無駄な商品の製造による値引、廃棄合わせて
ロスが前進しました。

パル企画

アフラック「デジモ」と
｢エコ申込み｣ による契約
の推進により契約までの不
必要な紙の使用を減らしま
す。目標は対象契約率を 
50％以上にする。

宣伝計画の作成と実施 60.8% ◎

コロナ禍で訪問（対面）を自粛してパソコン・
タブレット端末での申込システム「デジモ」の
利用は意図的に激減。
通信販売（配送でのチラシ申込書配布と郵送で
の申込）主流にシフトしていますが、汎用の申
込書だとわかりづらさと紙の多さがデメリット
になるので電話※で組合員様のご意向をお聴き
しながら申込書を個別に作成して御送りする

「エコ申し込み」を推進しています。
※ 一方コロナ禍で組合員様の在宅が増えたと 

思われ、電話での着電率が上がっています。

アフラック契約書不備率を
減らすことで、不備率を
３％以内にし、事務効率だ
けでなくお客様に無駄な手
間を取らせません。

月次での発生事例による
共有と定期的な教育の実施 2.5% ◎

達成しました。
不備では口座登録の印違いが多いため、
申込時の口座印の確認等、呼びかけている。

商品検査室

環境に配慮した
商品の取り扱い

継続した取り扱いと
実績管理 ― ○ 日常的な検査は昨年より多くなり、

品質管理強化に寄与しています。

化学物質使用量管理 検査に使用する薬品の
数量管理 ― ◎ 検査方法の見直しを行ない、使用量が昨年対比

29.2%、作業効率も改善されました。

システム経理部 廃棄物の削減
情報の伝達方法や保管方法
を見直し、印刷量の削減を
行なう。

― ◎ タブレット加入の導入により、複写式の加入用
紙の利用率は 30％程度まで削減されました。

物流センター

枚方物流センターの電力使
用量の増加を抑制する
センター全体の電力使用
量の 1 点あたり前年比を
100% にする。

作業生産性アップ、 
省電力のとりくみ 99.7% ◎

コロナの影響で扉開放しており、
冷暖房は稼働しっぱなしですが、
できる省エネは引き続きとりくみます。

リサイクル事業の状況を
つかみ、回収量や
リサイクル率で管理する。

内袋リサイクル量は
2020 年度以上とする。
37,085㎏

（プラスチック包装容器）

46,321
㎏ ○ 内袋減容機の更新を行った事で、

処理力が向上しています

組合員活動部 組合員への環境意識の向上
① 省エネチャレンジ・

チェックノート
② NO2 測定の提案と実施

― ○ すべて実施され今後も継続されるように
働きかけます。

コープ 
住宅サービス

リフォーム自体が環境改善
につながります（断熱・省
エネ・耐久性向上等）

リフォーム事業高予算
（650 百万円）を
そのまま目的にします

102.5%
666

百万円
◎ 年度計画を達成しました。 

次年度も目標としてとりくみます。

事業活動及び製品・サービスに関する環境配慮の結果
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環境関連法規等の遵守状況の確認および評価の結果並びに違反、訴訟の有無

適用される主な環境関連法規 遵守状況の確認
省エネ法 定期報告書の提出を期日内に実施しています。

容器包装リサイクル法 容器包装再商品化委託契約を交わし、再商品化費用を
支払っています。

食品リサイクル法 食品廃棄物等多量発生事業者の定期報告を行っていま
す。基準実施率は到達しています。

家電リサイクル法 廃棄時にリサイクル料を負担しています。

廃棄物処理法
産業廃棄物排出時にマニフェスト伝票を発行し、発行
状況を報告しています。取引先が無理な場合を除き電
子マニフェストを導入しました。

浄化槽法 定められた頻度で点検、検査を実施しています。
騒音規制法 該当自治体へ届出を行っています。
振動規制法 該当自治体へ届出を行っています。
農薬取締法 該当自治体へ届出を行っています。

高圧ガス保安法 設置に関する届出を行い、年度毎に取り扱い手順の教
育を実施しています。

毒物及び劇物取締法 商品検査室で管理業務を行っています。
消防法 事業所毎に届出を実施、消防訓練も実施されています。

フロン排出抑制法 事業所ごとの機器を一覧化し、対応を進めています。

環境関連法規等の違反、訴訟等の有無
・2021 年 4 月より 2022 年 3 月まで、環境関連法規等への重大な違反、訴訟はありませんでした。
・ フロン排出抑制法への対応で機器の一覧化と自前での簡易検査を実施、定期点検は外部委託し継続しています。

新規に導入された移動販売車も対象としています。
・ 消防訓練と合わせて、災害対策として「安否確認訓練」を実施しました。本部は新型コロナウイルスの関係で 

消防訓練は各自 DVD の視聴後、テストを実施しました。次年度、状況を見ながら実施検討します。

主な環境関連法規等の遵守状況の確認および評価の結果
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代表者による全体の評価と見直し
1�. 環境目的・目標
① 多くの CO2 を排出する事業者の社会的責任として、引き続き事業態別にポイントを決めた省エネ活動にとり

くみ、原単位と総量での削減を進めます。
② 水の使用量は配送センター内での熱中症対策のために設置したミスト発生装置の時間管理の強化や、全店舗の

来店数の減少により、使用量は減少しました。次年度も効率的な使用を進めます。
③ マネジメント強化のために日常的に実施する内部監査が重要です。全部署を対象に 2 年で 1 回以上実施する 

計画で進めています。
④ 食品リサイクルの基準はクリアーしています。引き続き発生抑制を視点に、廃棄ロスの削減を重点的に進めま

す。リサイクル率で 77.6% です。
⑤ 食品ロスの削減と地域社会への貢献活動として、おおさか協同物流センターからフードバンク関西を通じ、 

3 月までに 6,959kg の食品を関西の 144 団体の福祉施設に提供しました。
⑥ 「パルコープ子ども食堂フードバンク」では 3 月現在、70 団体 75 ヶ所子ども食堂と、シングルマザー支援

団体に食材をお届けしています。
⑦ 「フードドライブ」のとりくみは、3 月までに 3,043kg( 昨年 2,527kg) の食品の提供をいただきました。
⑧ 組合員さんにとりくんでもらう１日エコライフは、昨年に引き

続き「節電」を中心に職員も一緒にとりくみました。合計で 3,771
名が参加、ひとりひとりが身近なところから環境や温暖化防止
にとりくむことが大切です。職員の環境教育の一環として 2022
年度もとりくみます。

2. 環境訓練と監査
内部監査は 24 サイトを対象に実施しました。大きな問題はなく適合と判断しました。
但し、B 評価（一部に改善が必要とされた）項目では 10 件ありました。

　負荷データの集計や目標進捗管理、環境レポートへの取りまとめについては、その集計範囲も含めて、事務
局での作業の効率化ができるように、今一度、様式を集約・統一する、データをリンクさせる等の工夫を取り
入れる事の検討を勧められました。そして消防設備を含む設備関係の運用・管理状況について、点検・見直し
が必要な点があったので、各部署で確認し対応する事も勧められました。

3. 次年度へ向けての考え方
・引き続き、継続的な環境負荷削減へのとりくみに努力します。
・ 商品の分野では、より環境に配慮した商品の開発や取り扱いを生産者や産地と協力しながら進めます。 

紀ノ川農協耕作放棄地再生活動は継続します。
・日常的な事業活動が環境活動につながる視点を大切に目標を設定、とりくみます。
・ 食品リサイクルは重要な活動です。店舗でのリサイクル活動は継続、拡大しながら、発生抑制の視点を 

大切にとりくみます。

※ フードドライブとは、組合員さんにご家庭で余っ
ている食品を持ち寄っていただき、パルコープ子
ども食堂フードバンクまたはフードバンク関西を
通じて、それを必要としている地域の子ども食堂
や福祉団体、施設に寄付するとりくみです。
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●共同購入（班配・個配）事業

全事業所で省エネにとりくんでいます

商品カタログ
回収量

4,256
トン

事業活動にともない排出される容器包装（たまご
パックや牛乳パック・商品お届け袋）、商品カタロ
グなどのリサイクルにとりくんでいます。
2021 年 4 月度～ 2022 年 3 月度までで約 4,256
トンの回収、再資源化につながりました。

配送時に組合員さんから回収した商品カタログ（左）と
商品お届け袋（右） 商品カタログは古紙原料として

リサイクルされています。

「インターネット注文をしているので注文用紙はいらない」
などの声を受けて、お届けを停止できる商品カタログの種類
を増やし、組合員さん自身で注文書のお届けも停止できるよ
うにしています。

インターネット注文の eフレンズ登録を
進める事でペーパーレスを推進します

155,869名2022年 3月
eフレンズ登録人数

eフレンズを登録されている方のうち、
46,655名が注文書のお届けを

停止されています。

環境へのとりくみ・資料集
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お店では販売数の管理徹底など廃棄物を出さない工夫をし、残った 
食品は有効利用する食品ロス削減のとりくみをすすめています。

2020 年 7 月 1 日からレジ袋が有料化され、環境
省での調査では 2020 年 3 月時点でレジ袋を使わ
なかった人が 30.4% だったのが、2021 年 7 月に
は 70% になりました。パルコープの店舗では、現
在 90.4% の方がレジ袋を使わず、マイバッグ持参
にとりくんでいただいています。
2021 年 3 月より、レジ袋をバイオマス※25% 使用
の袋へ変更し、再生利用可能な有機物の構成を高
めています。なお、マイバッグ持参をすすめるため
に、有料（１枚５円）での提供は継続しています。
組合員のみなさんには、引き続きご協力をお願いし
ます。
※�バイオマス：�動植物から生まれた再生可能な有機

性（石油などの化学燃料を除く）の
資源のことです。

食用油は車両燃料に、魚のアラ・
畜産品の脂・野菜くずなどは飼料原料や
油脂として再利用されます。
食品リサイクルは 2021 年 4 月～ 2022 年
3 月までで、約 141トンがリサイクルされ
ました。
店舗のとりくみとして、午前中に調理する
商品を来店の状況に応じて準備をし、夕方
に向けても調理したての商品を提供するこ
とで、廃棄する量が減少しました。

2022 年 3 月時点でマイバッグの持参率は 90.4% となりました。レジ袋は
約 526 万枚削減されていることになります。
毎年多くの組合員さんを迎える中、マイバッグ持参運動を地道に続けてい
ることが高い持参率の維持につながっています。

●店舗事業

約141
トン

食品
リサイクル

1、�食品リサイクル�
（野菜くずや 
消費・賞味期限の 
切れた商品）

2、調理に使った食用油
3、魚のアラ
4、畜産品の脂

Reduce
リデュース

リユース
Reuse

リサイクル
Recycle

90.4%
マイバッグ
持参率店舗でのマイバッグ持参率

90.4％（2022年3月時点）

昨年より約1％上昇しました！

 3Rで資源の有効活用を
 すすめています

今後も包装資材の代替えや不必要なものの廃止、
分別とリサイクル、消費者の意識と社会システムの

整備に向けてとりくみを続けます。

マイバッグのとりくみ



12

ピ
ン
ク
の

回
収
ボ
ッ
ク
ス
と

の
ぼ
り
旗
が
目
印
で
す
♪

回収ボックスに集まった食材

● 物流センターではフードバンク※活動への商品提供を行なっています。フードバン
ク関西へは３週間に１回のペースで、2021 年度は関西の 144 団体の福祉施設に、
6,959kg の提供を行いました。

● 「パルコープこども食堂フードバンク」では、パルコープエリア内の 70 団体
75 ヶ所の子ども食堂と４つのシングルマザー支援団体（2022 年 3 月時点）に食材
をお届けしています。
※ フードバンク：包装の傷みなどで、品質に問題がないにもかかわらず市場で流通出来なくなるなど、 

さまざまな理由で処分されてしまう食品を、必要としている人や団体に無償で提供する活動です。

リサイクル品2021 年度回収量 回収量

商品カタログ 4,256t

共同購入
紙飲料パック 70,955㎏

卵パック 34,790㎏
仕分け袋 46,321㎏

店 舗 

紙飲料パック 18,352㎏
卵パック 10,457㎏

ペットボトル 30,686㎏
ビン 54,140㎏

缶 8,100㎏
食品トレー 46,033㎏

乾電池類 2,283㎏
蛍光灯管（大阪市内） 3,334本

共同購入＋店舗
発泡スチロール 23,840㎏

ダンボール 774t

2022 年 4 月 1 日より、プラスチック資源循環促進法が施行となったことを受けて、
店舗で配布しているプラスチック製のスプーンやフォークを木製に、ストローを紙製に
2022 年４月より順次変更しています。

木製
（スプーン・フォーク）

紙製
（ストロー）

現行の
プラスチック製

プラスチック製を木製・紙製に
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地域や行政と協力し、様々なイベントに
参加・協力しました

１日エコライフに
とりくみました

『コープみんなでエコ！２０２１』のとりくみ結果

※ 新型コロナウイルスへの対応で 
多くのとりくみが中止されました。

環境省では 2003 年より地球温暖化対策のため、ライトアップ施設や家庭の照明の消灯を呼びかける「CO2

削減／ライトダウンキャンペーン」を実施しています。
パルコープでも家庭や職場において、周りの電気を消す事で、地球環境の大切さを再確認し、地球温暖
化対策について考える契機として、夏至の 6 月 21日と 7 月 7 日に各店舗で午後 6 時から午後 9 時で店
内の一部の消灯を行いました。

今回参加人数
3,771名
CO2 削減量

約1,702kg
（組合員＋職員）

私たちのくらしの中から二酸化炭素（CO2）をなるべく出さないこと
が、地球温暖化防止につながります。エアコンの温度管理や買い
物袋の持参、ゴミの分別やリサイクル、車は使わず徒歩での外出な
ど、毎日のくらしの中で環境を守るとりくみにつながることはたく
さんあります。組合員さんには毎年、OCR アンケートなどを通じて、
身近にできることにチャレンジしていただいています。
１日エコライフには職員も一緒にとりくみ、合計で 3,771名が参加、
CO2 排出量で約 1,702㎏の削減につながりました。

参加いただいた方からの声や
工夫されたことを紹介します

ぱ
る
タ
イ
ム

O
C
R
ア
ン
ケ
ー
ト

東都島店忍ヶ丘店 ながお店

ライトダウンキャンペーンライトダウンキャンペーン

家族でできる、

今日からできる、そんな対策を

組合員みんなで意識して

いきたいですね。

1日エコライフを通して、

我が家が意識せず、

エコライフしている事に気づき、

自画自賛しています。

1万人も1人から!

一人ひとりの心掛けが

大切だと思います。

毎日の生活での工夫によって、

消費する事が変化していかされて

豊かになると思います。

冬も暖房なしで、

車に頼らず、

お風呂も続けて入り…と、

これからも努めていきます。
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地球温暖化防止に身近なところからとりくむ特定非営利活動法人地球環境市民会議（CASA) 発行の「省
エネチャレンジノート〈2021 年夏〉」には、2 か月版に 16 名、1 週間版に 14 名、こども版に 2 名
が参加されました。
参加の組合員さんからは「子どもたちと今回の結果を見て、省エネについて話し合って改善していき
ます」「日々の小さなチャレンジが実を結ぶことを実感できる良いとりくみですね」などの声が寄せ
られました。

省エネチャレンジノート省エネチャレンジノート

星ヶ丘店ながお店

※写真は「省エネチャレンジノート〈2022 年冬〉」の冊子です。

枚方公園店

打ち水大作戦打ち水大作戦

家庭の容器包装プラごみ・使い捨てプラごみ調べ家庭の容器包装プラごみ・使い捨てプラごみ調べ

2021 年度も枚方市では地球温暖化対策協議会からの要請を受け、2021年 8月2日に枚方市の全店で「打
ち水大作戦」にとりくみました。来店いただいた組合員さんより「涼しくなっていいね」「風流やね」など
の声をいただきました。 ※コロナ禍のため、職員のみで行いました。

全大阪消費者団体連絡会などが呼びかけてとりくまれた「家庭の容器包装プラ
ごみ・使い捨てプラごみ調べ」にパルコープから70 名の組合員さんが参加さ
れました。
参加の組合員さんからは「ゴミの大部分はプラごみと改めて認識しました」「多
く使っているラップはシリコンふたや、ふた付の容器で減らせると思いました」
などの感想をいただきました。軽くて丈夫で衛生的など、良い点もあるプラス
チックですが、燃やせば CO２を出すなど環境への影響を知るきっかけとなりま
した。
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おおさかパルコープ 概要　 2022 年 3 月 20 日現在

名 称
設 立
職 員 数
供 給 高
組合員数

「リアルにブルーアースおおさか」の
アースちゃんながお店屋根　太陽光発電設備（電気使用の CO2 排出係数 0.352kg ー CO2/kWh）

パルコープの組合員さんの中から「自分たちで共同発電
所を作ろう」と立ち上がった NPO 法人「リアルにブルー
アースおおさか」。2014 年 1 月に、ながお店の屋根に
設置された 20kW の太陽光発電設備は 1 年間の発電
量が 20,934kWh となり、これは一般家庭が 1 年間に
使用すると言われている電力量（約 3,600kWh）で換
算すると 6 軒分に相当します。
火力発電で発電した場合と比べて 7,369kg の CO2 排
出を削減できました。

生活協同組合おおさかパルコープ
1991 年 3 月 2 日
フル職員1,062人、嘱託職員80人、パート職員1,829人
620 億円
45.1 万人

共 同 購 入 支 所 数
店 舗 数
組 合 員 会 館
組 合 員 集 会 室

13 カ所
　9 店舗
　4 カ所
14 カ所

6


